
差別とは?
ふくし共育と地域活動の

現場の視点から

ある事例の紹介①
参加の希塞と対応

>幌覚障がいのあるAさんがグラウンドゴルフヘ締参加を希奎
卜Aさんは参加にあたり「補勁者を用意してほし群」雪を意思表示

>主催者は補助者を手配。

卜本人の希望を「最初に聞く三ことが含理綺配慮



ある事例の紹介の
対応の結果継

=つ
いて

械勁者との頼性の問題と再要望

>最初の補助者と合わず、競技に支障。
>「相性締よ掛補醸者に代えてはじもヽ遷と再度要望。

>主催者は人員確保締難しさに直面。

これは “わがまま"?“含理的菫慮"?

>障害者差副解消法では、できる範国での対応が求められて
>現実的な限界も存在じ「どこまでが含理的か」は、立場で
異なります。



問題点と解決策を考えてあましよう

地域の環境美化活動[=年 穂覚障害のあるFさんが参加するこ

なりました。

主催者の違さんは、Fさんのことを「耳が聞こえないから複雑

作業は無理だろう』と考え、道具の準備や手順説明を省いて、

の仕分け作業をFさんに分担してあげました。

Oさん「「さんが安心して作業できるように、一番蒻単な

躍慧してあげたんです。手間がかからないようにした

つて…。」

含理的配慮は「特別な二と」ではない

補購者との相性脅問題と再要望

>「してあげた」という意識を見直す
→ 夢障害があるから手伝つてあげた』は支援のようでい

卜含理菫配慮韓「特別盤い」ではなく「当然のこと」

→障害者幾副解消法では、含避綺配慮感
縫
義務
神
。

→誰もがそ鋤人らしく参加できるよう、環境竜整えるの
タートライン

→ごこうすればい幹だろう二ではなく、「どうしたいか

→…入なとり必要なことは違う。

>童難憾 “上から職ではなく “とも紅絆行うもの
→「あなたのため奪こやつてあげた」は、自己満足で終わ

>含理綺配慮が “スタンダード"
→障がいのある人が当た零前:=参加できる環境を、特麗

て、実は上下

は基本。本人母

」を議し含う。

つてしまう



このケースは「差別」?

>明確に線引きすることは困難
>法律は「判断基準』ではなく Fきつかけ」
卜大切な縛講、「その時、何ができたか」を考えること

判断ではなく、対話を

卜正しい・間違つていると決めつけずにゝ会議を重れること

レ相手の立場ならどう感じるか?

卜自分と違う立場0人嚇状灘は、聞かないとわからない.
鶏分と違う状況の人がいる

どんなに警力してもうまくできない人がもヽる

そのことでうまくいかな毎ヽ体験を何回も何百国も♭できた

大切なのは「想像する」こと



正解はないもでも考える慧昧がある

卜この事例:=“明確な答え
幹
:まない

卜でも、 轟どうすればいいか"を考えること、その人に
ついて知つておくことが大切

>障がい勢ある人が地域の一員として活濯するために、
どう間わるか

やれることから始める
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議もが活躍できる社会のために

卜完璧な対応ではなく、「共に考える姿勢」

卜「また次I=向けて話そう」と言える関係づくり



「障害のある人」

で :まなく
「障害を感じてしヽる人」ふくし共育として伝えたいこと

卜障害は「障が怒亀者聾個人iこあるものではなく、「その

と社会の闘lこある障壁」と群う幌点で F障害」への

を深めていくこと。→障害特性を知ると掛うこと

卜「障がい者亘を一方的に支援の対象として感じ11させる

ではなく、人々が幸せ:=暮らすとはどういうことか、

人々が幸せに暮らすた織に社農や地域はど働ような

であるべきかを考え、具体的Iこそのような地域を作つ

いくことのできる力、また他者と協働し共に生きても

ことのできる力を育むことを目的としています.

まとめ

>「すべての人が清選できる社会選を轟婿す:こは
>「このひとはこう」と決めつけるのは
レー入ひとり生きづらさを感じることは異なる

→本人にしか分からないことを理解しようとする姿


